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終
戦
直
前
直
後
の
南
満
州
鳳
城
県
の
状
況

鳳
城
県
は
、
安
奉
線
沿
線
の
要
衝
で
あ
る
。
私
は
、
昭
和
二

十
年
四
月
一
日
付
で
、
こ
の
県
の
協
和
会
本
部
事
務
長
と
し
て

赴
任
し
た
。
当
時
の
鳳
城
県
に
は
、
昭
和
十
四
年
以
前
の
よ
う

な
治
安
の
乱
れ
は
な
く
平
穏
を
保
持
し
て
い
た
。
県
の
政
治
の

中
枢
は
鳳
城
街
で
、
こ
こ
に
協
和
会
館
と
そ
れ
に
付
属
す
る
協

和
会
県
本
部
の
事
務
所
が
あ
っ
た
。
一
応
日
本
人
街
も
あ
り
、

県
公
署
の
職
員
の
公
務
員
住
宅
は
整
備
さ
れ
て
い
た
け
れ
ど

も
、
協
和
会
職
員
の
宿
舎
は
設
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
借
り

入
得
る
家
屋
も
な
い
。
協
和
会
青
年
訓
練
所
に
訓
練
生
用
に
造

ら
れ
た
朝
鮮
オ
ン
ド
ル
式
の
八
畳
ほ
ど
の
広
さ
の
部
屋
が
あ
っ

た
の
を
、
私
一
家
の
住
居
と
す
る
こ
と
に
し
、
妻
と
二
人
の
子

供
を
呼
ん
だ
の
は
、
赴
任
後
一
か
月
半
の
五
月
中
旬
の
こ
と
だ

っ
た
。
炊
事
場
や
風
呂
は
な
く
、
便
所
は
、
訓
練
生
用
の
も
の

が
あ
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
ん
な
生
活
で
も
、
妻
は
、
一
言

も
不
平
を
一
言
わ
な
か
っ
た
。
私
は
、
妻
子
を
、
当
時
は
知
人
の

一
人
と
て
い
な
い
鳳
城
の
中
国
人
街
の
片
隅
に
あ
る
青
年
訓
練

所
内
に
置
い
た
ま
ま
、
連
日
県
内
を
巡
回
し
た
。
満
州
族
の
呉

双
祖
が
、
進
ん
で
行
動
を
共
に
し
て
く
れ
た
。

鳳
城
県
は
、
山
岳
地
帯
で
あ
る
。
樹
木
が
生
い
茂
り
、
山
間

は
隅
々
ま
で
耕
作
さ
れ
て
い
た
。
山
間
の
畑
に
は
、
所
々
温
泉

が
湧
い
て
い
た
。

安
奉
線
が
南
北
に
県
内
を
貫
い
て
い
る
外
は
、
県
内
の
交
通

機
関
は
何
も
な
い
。
た
だ
ひ
た
す
ら
に
歩
く
ほ
か
な
い
。
村
里

と
村
里
と
の
間
の
距
離
が
遠
く
、
日
帰
り
で
は
仕
事
に
な
ら
な

い
。
宿
は
、
同
行
の
呉
双
祖
が
そ
の
知
人
の
地
主
の
家
等
に
案

内
し
て
頼
み
込
む
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
県
内
を
、
知
人
の
い

な
い
訓
練
所
内
の
借
り
住
居
に
妻
子
を
置
い
た
ま
ま
、
連
日
巡

回
し
た
。
行
く
先
ざ
き
の
村
の
古
老
、
青
年
、
学
童
を
尋
ね
、

語
り
合
っ
た
。

当
時
は
、
糧
穀
の
集
荷
工
作
が
過
酷
を
極
め
、
各
郷
村
毎
に

割
り
当
て
ら
れ
た
供
出
が
絶
対
視
さ
れ
た
。
そ
れ
を
実
現
す
る

た
め
に
、
警
察
官
吏
が
動
員
さ
れ
、
警
察
力
を
あ
げ
て
の
督
促



が
行
な
わ
れ
た
。
集
荷
工
作
が
終
わ
っ
て
も
、
農
民
に
休
養
は

な
か
っ
た
。
翌
年
の
作
付
け
生
産
額
が
割
り
当
て
ら
れ
、
警
察

官
に
よ
っ
て
、
そ
の
作
付
状
況
が
厳
し
く
監
督
さ
れ
、
県
に
報

告
さ
れ
る
。
あ
る
日
、
村
を
尋
ね
て
い
た
私
に
、
こ
の
村
に
県

の
警
務
科
長
一
行
が
作
付
け
の
督
促
に
来
て
、
村
の
集
会
所
に

農
民
を
集
め
て
い
る
か
ら
、
協
和
会
事
務
長
も
同
席
し
て
工
作

せ
よ
と
の
連
絡
が
来
た
。
行
っ
て
み
る
と
、
集
め
ら
れ
た
農
民

を
前
に
し
て
、
大
勢
の
警
察
官
を
引
き
連
れ
た
警
務
科
長
が
、

大
声
で
、
形
相
物
凄
く
叱
咤
激
励
し
、
も
し
怠
け
る
者
が
あ
れ

ば
、
秋
の
集
荷
工
作
の
際
に
は
、
絞
り
上
げ
る
か
ら
、
そ
の
つ

も
り
で
い
よ
と
訓
示
と
い
う
よ
り
は
、
脅
し
で
あ
る
。

警
務
科
長
一
行
が
帰
っ
た
後
、
村
の
青
年
の
有
志
と
懇
談
の

席
が
持
た
れ
た
。
青
年
達
は
、
我
々
は
一
生
懸
命
に
働
い
て
、

こ
れ
ま
で
集
荷
工
作
に
協
力
し
て
き
た
の
に
、
今
日
の
警
察
の

脅
迫
め
い
た
態
度
に
は
、
我
慢
が
で
き
な
い
。
事
務
長
は
ど
う

思
う
か
と
訴
え
た
。
私
は
、
ぼ
そ
り
と
つ
ぶ
や
く
よ
う
に
言
っ

た
。
今
年
の
秋
に
は
、
集
荷
工
作
は
必
ず
緩
和
さ
れ
る
よ
う
に

な
る
と
思
う
。
今
は
、
無
用
の
流
血
を
避
け
て
、
満
州
国
皇
帝

の
た
め
に
な
る
よ
う
働
い
て
い
け
ば
、
き
っ
と
幸
せ
に
な
れ
る

と
思
う
と
語
っ
た
。
じ
っ
と
私
の
顔
を
見
つ
め
て
い
た
青
年
の

顔
に
一
瞬
緊
張
が
走
っ
た
が
、
青
ざ
め
て
い
た
。

私
は
、

警
察
の
行
き
過
ぎ
が
民
心
に
及
ぼ
し
て
い
る
状
況
を
、

具
体
的
に
記
述
し
、
こ
れ
を
協
和
会
中
央
本
部
と
関
東
軍
第
四

課
に
報
告
し
て
、
民
心
安
定
策
の
必
要
性
を
訴
え
た
。

終
戦
も
間
近
か
の
七
月
中
旬
、
県
内
各
村
の
有
力
者
約
百
人

を
招
い
て
、
協
和
会
館
に
お
い
て
宴
を
開
い
て
、
民
族
協
和
の

運
動
に
挺
身
さ
れ
て
き
た
苦
労
を
ね
ぎ
ら
っ
た
。
か
ね
て
親
交

の
あ
っ
た
県
警
察
の
特
務
股
長
と
打
ち
合
わ
せ
て
、
特
務
股
長

を
招
き
、
こ
れ
ま
で
の
警
察
の
無
礼
を
陳
謝
し
た
。
こ
の
こ
と

は
、
県
内
隅
々
ま
で
伝
わ
り
、
平
穏
な
終
戦
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
る
縁
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
協
和
会
県
本
部
で
京
劇
の
劇
団
を
編
成
し
、
そ
の

初
日
を
八
月
十
五
日
と
し
た
。
こ
の
日
終
戦
の
陛
下
の
ラ
ジ
オ

放
送
を
聞
き
敗
戦
を
知
っ
た
が
、
京
劇
は
そ
の
ま
ま
続
け
ら
れ

た
。昭
和
二
十
年
は
、
満
州
国
の
康
徳
十
二
年
で
あ
る
が
、
こ
の

年
の
八
月
十
七
日
、
か
ね
て
よ
り
の
計
画
に
従
っ
て
、
鳳
城
県

協
和
会
の
管
区
長
、
分
会
長
、
工
作
員
総
大
会
が
青
年
訓
練
所



の
講
堂
に
召
集
さ
れ
た
。
県
内
各
地
よ
り
五
十
余
人
の
人
々
が

集
ま
っ
て
最
後
の
会
合
を
開
い
た
。
型
通
り
の
議
事
が
一
応
終

わ
っ
た
頃
、
指
導
班
長
の
王
春
露
が
突
然
演
壇
に
上
が
り
、「
今

日
か
ら
当
分
の
間
、
私
が
神
様
と
な
る
か
ら
、
事
務
長
の
万
歳

を
唱
和
し
て
下
さ
い
」
と
言
っ
た
。
私
は
、
黙
し
て
立
ち
上
が

り
、
万
歳
を
受
け
謝
辞
を
述
べ
た
。
こ
の
後
、
用
意
さ
れ
た
酒

食
を
も
っ
て
宴
会
に
入
っ
た
。
み
ん
な
万
感
の
思
い
を
も
っ
て

杯
を
口
に
す
る
の
み
で
あ
る
。
私
は
、
会
場
の
一
人
一
人
に
酒

を
注
い
で
ま
わ
り
、
日
頃
の
厚
情
を
感
謝
し
た
。
誰
か
が
立
ち

上
が
っ
て
叫
ん
だ
。
こ
れ
か
ら
本
当
の
民
族
協
和
が
出
来
る
！

と
。翌
十
八
日
、
協
和
会
中
央
本
部
よ
り
、「
本
日
を
も
っ
て
満

州
国
を
解
体
し
、
協
和
会
を
解
散
す
る
」
と
の
電
報
が
あ
っ
た
。

全
会
務
職
員
を
事
務
長
室
に
集
め
、
電
報
を
読
み
上
げ
、
国
の

解
体
と
協
和
会
の
解
散
を
告
げ
た
。
そ
し
て
、
中
央
銀
行
安
東

支
店
よ
り
鳳
城
県
本
部
の
年
度
予
算
の
全
部
の
支
出
を
受
け

て
、
全
職
員
に
六
か
月
分
の
給
与
の
支
給
手
続
を
取
っ
た
。

八
月
十
八
日
午
後
、
私
ど
も
の
住
居
と
し
て
い
た
青
年
訓
練

所
を
引
き
払
っ
て
、
日
本
人
街
に
移
っ
た
。
協
和
会
会
員
の
好

意
で
、
馬
車
と
荷
車
が
そ
れ
ぞ
れ
一
台
ず
つ
用
意
さ
れ
た
。
荷

車
に
家
財
道
具
を
積
み
馬
車
に
家
族
全
員
が
乗
り
、
職
員
全
員

の
見
送
り
を
受
け
て
、
青
年
訓
練
所
を
出
発
し
た
。
そ
の
門
に

は
満
州
国
の
国
旗
が
は
た
め
い
て
い
た
。
馬
車
の
行
方
の
民
家

に
は
、
窓
に
満
州
国
旗
が
掲
げ
ら
れ
、
国
の
滅
亡
の
日
を
惜
し

む
が
如
く
思
わ
れ
た
。
私
は
、
お
や
っ
と
思
っ
た
。
振
り
返
っ

て
み
る
と
、
訓
練
所
の
門
に
は
、
青
天
白
日
旗
が
は
た
め
い
て

い
る
。
私
の
乗
っ
た
馬
車
が
通
り
過
ぎ
る
と
、
沿
道
の
家
々
の

満
州
国
旗
は
、
青
天
白
日
旗
に
変
わ
っ
て
行
く
。
私
は
深
い
感

動
に
打
た
れ
た
。

こ
の
日
、
午
後
六
時
、
鳳
城
に
あ
る
国
の
機
関
の
全
職
員
が

県
公
署
に
集
ま
り
、
満
州
国
の
解
体
式
を
行
な
っ
た
。
三
橋
勝

彦
副
県
長
が
宣
戦
の
詔
書
を
読
み
上
げ
、
皆
が
見
守
る
中
で
、

そ
れ
を
焼
き
、
続
い
て
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ
手
に
持
つ
公
文
書
を

火
に
投
じ
た
。
そ
の
炎
は
、
夜
半
ま
で
夜
空
を
焦
が
し
た
。

鳳
城
県
に
は
、
六
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
北
支
方
面
の
大
部

隊
が
駐
屯
し
て
い
た
が
、
終
戦
と
共
に
現
地
除
隊
し
た
下
級
将

校
、
下
士
官
、
兵
、
軍
属
等
の
宿
舎
の
提
供
が
求
め
ら
れ
た
。

そ
の
た
め
、
日
本
人
居
留
民
の
住
宅
の
強
制
供
出
を
実
施
し
、



そ
れ
を
整
理
し
て
、
住
宅
の
割
当
を
行
な
っ
た
。
そ
の
見
送
り

と
し
て
、
現
地
除
隊
し
た
軍
人
軍
属
が
軍
の
食
糧
を
持
ち
込
ん

で
き
た
。
そ
れ
が
終
戦
後
の
日
本
居
留
民
の
食
糧
事
情
を
救
っ

た
。県
内
の
中
国
人
の
対
日
本
人
感
情
は
、
一
部
の
個
人
的
ト
ラ

ブ
ル
を
除
け
ば
、
一
般
的
に
は
極
め
て
よ
く
、
治
安
状
況
も
極

め
て
平
穏
で
、
県
内
い
ず
れ
の
地
に
行
っ
て
も
迫
害
さ
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。

九
月
の
初
め
、
協
和
会
の
庁
舎
に
青
天
白
日
旗
が
は
た
め
き
、

国
民
党
鳳
城
県
本
部
が
置
か
れ
、
書
記
長
に
孫
尭
耕
が
就
任
し

て
、
本
部
員
に
は
、
旧
協
和
会
鳳
城
県
本
部
の
漢
族
の
職
員
が

全
員
起
用
さ
れ
た
。
そ
の
下
に
治
安
維
持
会
が
設
置
さ
れ
、
旧

警
察
官
を
も
っ
て
す
る
治
安
維
持
隊
が
運
営
さ
れ
て
い
た
。

九
月
中
旬
、
ソ
連
兵
来
る
と
の
情
報
あ
り
、
ソ
連
兵
に
よ
る

強
姦
と
女
性
強
奪
の
う
わ
さ
に
、
人
心
不
安
に
落
ち
入
る
。
終

戦
直
後
の
在
鳳
城
日
本
人
の
自
治
機
関
と
し
て
、
日
本
人
会
が

組
織
さ
れ
て
い
た
が
、
ソ
連
兵
来
鳳
に
対
処
す
る
た
め
、
拠
金

し
て
安
東
か
ら
日
本
人
の
慰
安
婦
十
数
人
を
雇
い
、
こ
れ
に
備

え
た
。
こ
の
と
き
は
、
中
国
側
で
も
中
国
人
の
慰
安
婦
供
出
の

話
が
伝
え
ら
れ
、
ま
た
、
報
酬
金
の
額
に
よ
っ
て
は
朝
鮮
人
の

慰
安
婦
も
雇
い
入
れ
て
欲
し
い
と
の
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
。
と

に
か
く
、
民
族
を
問
わ
ず
ソ
連
の
略
奪
強
姦
の
■
に
対
す
る
恐

怖
は
、
大
き
か
っ
た
。
ソ
連
軍
が
鳳
城
に
来
る
と
の
知
ら
せ
を

受
け
て
、
日
本
人
会
で
は
、
会
長
以
下
十
数
人
の
男
子
が
町
境

ま
で
慰
安
婦
十
数
人
を
引
き
連
れ
て
出
迎
え
た
。
そ
の
夜
、
軍

の
幹
部
及
び
ゲ
ー
ペ
ー
ウ
ー
の
職
員
に
こ
れ
ら
の
慰
安
婦
が
働

き
掛
け
、
一
般
人
の
被
害
は
、
さ
い
わ
い
に
し
て
発
生
し
な
か

っ
た
。
九
月
末
か
ら
十
月
の
初
め
に
か
け
て
、
八
路
軍
が
鳳
城

街
を
占
領
し
た
以
後
は
、
治
安
が
よ
く
維
持
さ
れ
、
略
奪
強
姦

の
憂
い
は
な
く
な
っ
た
。

日
本
軍
飛
行
部
隊
の
八
路
軍
へ
の
参
加
経
緯

終
戦
後
、
九
月
の
初
め
旧
協
和
会
本
部
に
国
民
党
の
県
本
部

が
置
か
れ
た
こ
と
は
前
に
述
べ
た
が
、
こ
の
国
民
党
の
指
示
で
、

九
月
二
十
三
日
、
治
安
維
持
会
に
よ
る
在
鳳
城
街
日
本
人
幹
部

の
一
斉
検
挙
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
と
き
、
私
は
、
早
朝
よ
り

党
本
部
に
出
頭
を
求
め
ら
れ
、
夕
方
ま
で
党
本
部
に
い
た
が
、

そ
の
間
に
一
斉
検
挙
が
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
翌
日
再
び
党

本
部
へ
の
出
頭
を
求
め
ら
れ
、
書
記
長
よ
り
、
鳳
城
県
の
西
部



県
境
に
近
い
上
湯
（
シ
ャ
ン
タ
ン
）
と
い
う
山
間
の
村
落
に
、

日
本
軍
が
大
砲
を
も
っ
て
駐
屯
し
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
を
国
民

党
に
帰
順
さ
せ
る
よ
う
に
と
の
要
請
が
あ
っ
た
。

現
場
に
は
、
こ
れ
ま
で
に
行
っ
た
こ
と
は
な
い
が
、
そ
の
付

近
ま
で
は
し
ば
し
ば
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
そ
の
地
ま
で

の
道
順
も
、
民
心
も
知
り
尽
く
し
て
い
る
私
に
は
、
行
く
こ
と

に
不
安
は
な
か
っ
た
が
、
問
題
は
日
本
軍
で
あ
る
。
い
か
な
る

部
隊
か
、
何
の
目
的
で
の
駐
屯
な
の
か
、
全
く
情
報
に
暗
い
こ

と
が
、
帰
順
工
作
の
方
法
に
不
安
を
呼
ん
だ
。
私
は
、
逮
捕
さ

れ
安
東
監
獄
に
送
ら
れ
た
人
々
の
中
か
ら
、
私
と
一
緒
に
ゆ
く

人
を
見
出
し
た
い
旨
を
申
し
出
た
。
こ
の
申
し
出
は
、
直
ち
に

取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
の
日
の
う
ち
に
安
東
か
ら
連
れ
戻
し
て
釈

放
さ
れ
た
。
後
で
わ
か
っ
た
が
釈
放
さ
れ
た
も
の
は
佐
藤
猛
夫

ほ
か
青
年
達
で
あ
っ
た
。
私
は
、
そ
の
人
々
の
集
め
ら
れ
て
い

る
と
こ
ろ
へ
行
き
、
国
民
党
の
要
求
を
述
べ
、
ど
な
た
か
一
人

私
と
行
を
共
に
し
て
く
れ
る
人
は
い
な
い
か
と
申
し
出
た
。
し

ば
ら
く
の
間
沈
黙
が
続
い
た
。
私
が
半
ば
あ
き
ら
め
か
け
て
い

た
と
き
、
突
然
丸
刈
り
の
見
知
ら
ぬ
一
人
の
青
年
が
立
ち
上
が

り
、
自
分
は
佐
藤
猛
夫
と
い
い
、
目
当
て
の
部
隊
に
は
心
当
た

り
が
あ
る
か
ら
、
同
行
し
ま
し
ょ
う
と
言
っ
た
。
私
は
、
神
の

助
け
と
は
こ
の
こ
と
だ
と
思
っ
た
。

翌
九
月
二
十
五
日
早
朝
鳳
城
を
出
発
し
、
途
中
一
泊
し
て
、

二
十
六
日
午
後
三
時
頃
、
上
湯
に
到
着
し
た
。
部
隊
は
、
村
の

農
家
に
分
散
し
て
宿
泊
し
て
い
た
。
後
に
隊
長
か
ら
聞
き
知
っ

た
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
部
隊
は
、
関
東
軍
第
四
錬
成
飛
行
隊

と
い
い
、
隊
長
は
、
林
弥
一
郎
陸
軍
少
佐
で
あ
る
。
彼
は
、
第

五
四
戦
隊
の
中
隊
長
で
も
あ
っ
た
。

私
に
同
行
し
て
く
れ
た
佐
藤
猛
夫
は
、
関
東
軍
の
ジ
ャ
ム
ス

方
面
に
あ
っ
た
航
空
部
隊
の
少
佐
で
、
林
少
佐
の
す
こ
し
先
輩

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
私
と
林
部
隊
と
の
交
渉
は
、
佐
藤
少

佐
を
通
し
て
行
な
わ
れ
た
。

到
着
し
て
説
得
す
る
こ
と
三
日
、
四
日
目
の
九
月
三
十
日
、

警
察
電
話
で
副
県
長
三
橋
勝
彦
よ
り
八
路
軍
が
鳳
城
を
占
領

し
、
国
民
党
本
部
は
逃
亡
し
た
と
の
連
絡
が
あ
っ
た
。
私
は
、

三
橋
副
県
長
に
対
し
、
林
飛
行
部
隊
は
、
私
が
責
任
を
も
っ
て

八
路
軍
に
降
伏
す
る
よ
う
説
得
す
る
か
ら
、
八
路
軍
の
代
表
の

外
は
、
軍
隊
を
上
湯
に
入
れ
な
い
よ
う
に
八
路
軍
に
申
し
出
る

よ
う
依
頼
し
た
。



十
月
二
日
、
八
路
軍
の
代
表
が
三
橋
副
県
長
を
通
訳
と
し
て

小
湯
■
と
い
う
上
湯
へ
の
入
口
の
村
落
ま
で
来
て
、
林
弥
一
郎

隊
長
と
面
談
し
た
。
翌
十
月
三
日
、
八
路
軍
政
治
部
の
聶
指
導

員
か
ら
単
独
で
山
中
に
て
面
談
し
た
い
旨
申
し
入
れ
が
あ
り
、

山
中
の
草
原
に
出
向
く
。
若
い
通
訳
と
二
人
で
私
を
待
っ
て
い

た
。
身
分
を
名
の
り
合
っ
た
後
、
私
は
私
の
一
存
で
は
あ
っ
た

が
、
次
の
三
つ
の
帰
順
条
件
を
出
し
た
。

(

一)

　
武
装
解
除
に
代
え
て
、
武
装
放
棄
と
す
る
。

(

二)

　
職
業
を
斡
旋
す
る
こ
と
、
帰
順
部
隊
は
、
日
本
軍
航
空

部
隊
で
あ
り
、
そ
の
航
空
技
術
は
一
流
の
も
の
で
あ
る
か

ら
、
こ
れ
を
八
路
軍
に
伝
え
る
に
ふ
さ
わ
し
い
職
を
希
望

す
る
。

(

三)

　
食
糧
を
支
給
す
る
こ
と
。

こ
の
要
請
は
、
直
ち
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
帰
順
の
談
合
は
成

立
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
忠
実
に
実
行
さ
れ
た
。

十
月
五
日
、
林
部
隊
長
以
下
十
人
ほ
ど
の
幹
部
と
佐
藤
猛
夫

と
私
と
は
、
八
路
軍
の
ト
ラ
ッ
ク
に
分
乗
し
て
鳳
城
に
帰
る
。

そ
の
夜
は
、
盛
大
な
歓
迎
会
が
行
な
わ
れ
た
。
そ
の
場
所
は
、

県
公
署
の
西
方
に
あ
っ
た
旧
キ
リ
ス
ト
教
修
道
院
の
中
庭
に
テ

ン
ト
を
張
っ
て
設
営
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
修
道
院
に
八
路
軍
政

治
部
が
置
か
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
に
於
い
て
、
翌
十

月
六
日
午
前
、
帰
順
部
隊
の
隊
長
林
、
佐
藤
、
私
、
お
よ
び
通

訳
と
し
て
実
業
科
長
の
千
渓
山
と
が
前
日
夜
延
安
よ
り
急
遽
来

鳳
し
た
劉
少
奇
の
検
分
を
う
け
る
こ
と
に
な
る
。

か
く
し
て
、
林
飛
行
隊
の
八
路
軍
へ
の
協
力
が
始
め
ら
れ
、

そ
の
経
過
及
び
成
果
は
、
一
九
八
六
年
に
東
北
老
航
校
建
校
四

十
周
年
記
念
と
し
て
発
行
さ
れ
た
「
中
国
人
民
解
放
軍
東
北
老

航
校
建
校
四
十
周
記
念
冊
」
に
詳
細
記
録
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

林
部
隊
員
は
、
昭
和
二
十
八
年
か
ら
三
十
三
年
の
間
に
全
員
帰

国
し
て
い
る
。

終
戦
後
の
日
本
人
管
理

日
本
人
会
と
こ
れ
を
通
し
て
の
管
理

終
戦
直
後
、
鳳
城
日
本
人
会
が
組
織
さ
れ
、
満
州
国
立
煙
草

原
種
圃
場
長
で
あ
っ
た
沼
田
徳
一
が
会
長
、
県
の
総
務
科
長
で

あ
っ
た
佐
々
木
清
臣
を
副
会
長
と
し
、
県
公
署
の
職
員
が
事
務

に
従
事
し
た
。
八
路
軍
当
局
の
方
は
、
政
治
局
員
の
劉
作
訓
が

日
本
人
管
理
の
責
任
者
で
あ
っ
た
。

八
路
軍
側
か
ら
日
本
人
会
に
要
求
し
た
こ
と
は
、
■
　
日
本



軍
の
現
地
除
隊
者
の
届
け
出
、
■
　
兵
器
類
の
全
部
提
出
、
特

に
■
銃
、
小
銃
等
及
び
弾
丸
の
捜
索
供
出
、
■
　
使
役
の
割
当
、

供
出
、
■
　
軍
の
後
方
勤
務
者
、
特
に
未
婚
女
子
の
供
出
割
当
、

等
が
主
な
も
の
で
あ
っ
た
。
現
地
除
隊
者
の
届
け
出
は
、
日
本

人
会
と
し
て
は
全
く
荷
が
重
か
っ
た
。
そ
の
た
め
除
隊
者
は
な

い
旨
の
届
け
出
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
が
後
に
日
本
人
会
幹

部
の
引
き
揚
げ
禁
止
、
銃
殺
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。

十
月
中
旬
に
は
、
八
路
軍
に
よ
っ
て
、
政
府
機
関
の
幹
部
の

逮
捕
・
取
り
調
べ
が
開
始
さ
れ
、
十
一
月
下
旬
に
は
、
人
民
裁

判
が
形
式
的
に
行
な
わ
れ
、
死
刑
が
宣
告
さ
れ
、
公
衆
の
面
前

で
銃
殺
が
行
わ
れ
た
。

日
本
人
幹
部
の
逮
捕
処
刑
を
背
景
に
、
八
路
軍
政
治
部
よ
り

き
び
し
く
督
促
さ
れ
た
問
題
は
、
兵
器
の
供
出
、
特
に
■
銃
、

小
銃
の
弾
丸
の
供
出
で
あ
っ
た
。
日
本
人
会
で
は
、
元
軍
人
で

潜
入
し
て
い
る
人
々
に
働
き
か
け
、
所
持
す
る
武
器
、
弾
薬
を
、

下
水
■
な
ど
に
こ
っ
そ
り
と
捨
て
さ
せ
、
そ
れ
を
ど
ぶ
ざ
ら
い

し
て
見
つ
け
出
し
、
当
局
に
提
出
し
た
。
こ
う
し
た
作
業
は
、

日
本
人
会
が
民
主
連
盟
に
解
散
さ
せ
ら
れ
る
ま
で
続
い
た
。

使
役
は
、
当
初
は
安
奉
線
の
複
線
を
単
線
に
す
る
作
業
か
ら

始
め
ら
れ
た
。
十
一
月
、
十
二
月
は
酷
寒
の
季
節
で
あ
る
。
一

本
二
十
メ
ー
ト
ル
の
レ
ー
ル
を
二
十
人
一
組
で
取
り
は
ず
し
、

持
ち
上
げ
、
貨
車
積
み
を
す
る
の
で
あ
る
。
零
下
十
五
度
の
屋

外
で
軍
手
を
以
て
の
作
業
で
あ
る
。

柞
蚕
会
社
の
倉
庫
整
理
は
、
挨
ま
み
れ
の
作
業
で
あ
っ
た
。

乱
雑
に
抛
り
込
ま
れ
た
倉
庫
内
よ
り
柞
蚕
糸
の
束
を
運
び
出
し

て
整
理
し
、
掃
除
し
た
倉
庫
内
に
整
頓
し
て
収
納
し
た
り
、
織

布
工
場
に
運
搬
す
る
仕
事
で
あ
る
。

民
主
連
盟

延
安
で
日
本
兵
捕
虜
の
共
産
思
想
へ
の
洗
脳
工
作
を
受
け
た

人
々
が
八
路
軍
に
従
っ
て
安
東
に
入
り
、
日
本
人
解
放
学
校
を

開
設
し
た
。
ま
た
、
日
本
人
管
理
機
関
と
し
て
の
民
主
連
盟
を

組
織
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
鳳
城
支
部
が
成
立
す
る
。

民
主
連
盟
の
下
で
な
さ
れ
た
主
な
こ
と
は
、
■
　
清
算
、
■

血
債
、
■
　
日
本
人
の
各
界
の
幹
部
、
現
地
除
隊
兵
士
等
を
管

理
洗
脳
す
る
た
め
の
高
麗
門
日
僑
労
働
改
造
所
の
設
置
と
管

理
、
■
　
引
揚
計
画
の
樹
立
と
実
施
、
■
　
要
注
意
人
物
の
調

査
、
管
理
、
処
分
手
続
、
等
で
あ
る
。

清
算
と
し
て
は
、
鳳
城
街
の
日
本
人
商
店
、
旅
館
、
料
理
店



等
の
全
財
産
の
没
収
、
日
本
人
の
住
居
替
え
の
強
要
と
、
そ
の

際
に
お
け
る
身
の
廻
り
品
以
外
の
没
収
、
等
が
強
行
さ
れ
た
。

そ
れ
に
伴
っ
て
、
商
店
主
等
の
逮
捕
、
取
り
調
べ
、
投
獄
、
銃

殺
等
が
行
な
わ
れ
た
。
あ
る
商
店
主
は
、
自
己
批
判
が
充
分
で

な
い
と
し
て
、
昭
和
二
十
一
年
五
月
に
銃
殺
さ
れ
た
。
清
算
の

一
例
で
あ
る
。

血
債
は
、
日
本
帝
国
主
義
の
傀
儡
の
手
先
と
し
て
中
国
人
民

の
生
き
血
を
搾
取
し
た
こ
と
を
債
務
と
し
て
、
そ
の
つ
ぐ
な
い

を
自
ら
の
血
を
以
て
弁
済
す
る
こ
と
を
い
う
。
す
な
わ
ち
、
血

債
は
本
人
の
個
人
と
し
て
の
責
任
で
は
な
く
、
そ
の
地
位
に
あ

っ
た
こ
と
に
よ
り
負
担
さ
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
あ
る
者

が
銃
殺
さ
れ
た
と
き
罪
状
が
街
頭
に
貼
り
出
さ
れ
た
が
、
罪
名

は
、
戦
犯
・
日
本
帝
国
主
義
の
た
め
の
飛
行
場
建
設
を
行
い
、

中
国
人
民
の
生
き
血
を
搾
取
し
た
罪
で
あ
っ
た
。
結
局
、
鳳
城

県
内
の
各
機
関
の
科
長
以
上
の
幹
部
は
、
協
和
会
事
務
長
で
あ

っ
た
私
以
外
は
一
人
残
ら
ず
処
刑
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

高
麗
門
日
僑
労
働
改
造
所
は
、
昭
和
二
十
一
年
二
月
中
旬
設

置
さ
れ
た
。
そ
れ
が
設
置
さ
れ
た
経
過
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

昭
和
二
十
一
年
二
月
三
日
に
通
化
事
件
が
発
生
し
て
い
る
が
、

こ
の
事
件
に
関
係
者
二
人
を
出
し
た
日
本
航
空
部
隊
が
、
反
乱

者
の
仲
間
と
し
て
疑
わ
れ
、

林
隊
長
が
逮
捕
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

鳳
城
に
通
化
事
件
の
影
響
が
及
ぶ
の
を
防
止
す
る
処
置
が
と
ら

れ
た
の
で
あ
る
。
在
鳳
の
日
本
人
男
子
で
、
民
主
連
盟
に
登
録

し
て
い
る
者
の
う
ち
要
注
意
人
物
約
六
十
人
を
使
役
先
か
ら
直

接
拘
束
し
て
集
め
、
安
東
鎮
江
山
麓
の
鉄
道
教
習
所
を
接
収
し

て
設
置
し
た
「
日
本
人
解
放
学
校
」
に
強
制
収
容
し
た
。
そ
こ

で
教
育
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
が
、
突
然
の
全
く
の
わ
け
の
わ

か
ら
な
い
強
制
収
容
に
、
全
員
が
強
い
不
信
感
を
い
だ
き
、
授

業
に
対
す
る
強
い
抵
抗
が
示
さ
れ
た
の
で
、
一
週
間
経
過
し
た

段
階
で
放
校
、
送
り
込
ま
れ
た
と
こ
ろ
が
鳳
城
の
東
南
の
高
麗

門
で
あ
る
。
廃
校
の
建
物
を
修
理
す
る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
た
。

修
理
が
完
了
す
る
と
、
そ
こ
が
労
働
改
造
所
で
あ
る
。
全
員
を

二
班
に
分
け
、
沼
田
、
佐
々
木
を
そ
れ
ぞ
れ
班
長
と
す
る
。
民

主
連
盟
指
導
員
の
清
藤
某
が
指
導
責
任
者
と
し
て
■
配
を
振

る
。日
課
は
、
午
前
六
時
起
床
、
七
時
朝
食
、
八
時
よ
り
午
後
五

時
ま
で
労
働
八
時
間
、
夕
食
午
後
六
時
半
よ
り
七
時
ま
で
、
学

習
と
自
己
批
判
。
八
時
よ
り
二
時
間
、
夜
十
時
就
寝
。
な
お
、



朝
七
時
、
夕
方
五
時
に
は
全
員
が
校
庭
に
整
列
、
赤
旗
の
歌
を

合
唱
す
る
。

労
働
の
内
訳
は
、
八
路
軍
の
武
器
、
糧
秣
、
石
炭
、
軍
馬
、

雑
貨
等
の
貨
車
積
み
。
次
に
貨
車
の
整
理
を
手
押
し
で
行
な
う
。

第
三
に
道
路
、
橋
梁
の
造
成
、
農
作
業
の
手
伝
い
。
第
四
が
夜

間
の
八
路
軍
の
雑
用
。

食
事
の
用
意
は
、
各
班
よ
り
人
を
出
し
て
行
っ
た
。
八
路
軍

政
治
部
よ
り
支
給
さ
れ
る
包
米
（
と
う
も
ろ
こ
し
）
を
配
給
所

ま
で
受
け
取
り
に
行
き
、
そ
れ
を
石
臼
で
粉
に
ひ
く
。
そ
の
粉

を
水
で
練
り
、
パ
ン
の
大
き
さ
の
団
子
を
作
り
、
大
鍋
に
張
り

つ
け
、
鍋
の
底
に
入
れ
た
水
か
ら
出
来
る
水
蒸
気
に
よ
り
、
む

し
焼
に
す
る
の
で
あ
る
。
食
事
は
二
食
、
一
食
は
、
と
う
も
ろ

こ
し
の
団
子
一
個
、
菜
を
油
で
い
た
め
た
の
を
入
れ
た
塩
汁
一

椀
、
茶
湯
飲
一
杯
、
そ
れ
だ
け
で
あ
る
。
私
は
、
労
働
の
あ
い

間
に
な
さ
れ
る
食
事
労
働
を
一
手
に
引
き
受
け
て
い
た
。

糧
秣
の
貨
車
積
み
は
最
も
重
労
働
で
あ
っ
た
。
百
キ
ロ
麻
袋

を
一
人
で
背
負
い
、
貨
車
内
ま
で
運
び
込
む
作
業
で
あ
る
。
私

は
一
日
三
十
俵
の
割
り
当
て
を
こ
な
す
の
に
当
初
は
背
骨
が
折

れ
る
思
い
が
し
た
が
、
一
週
間
も
経
過
す
る
と
平
気
に
な
っ
た
。

馬
の
積
み
込
み
作
業
は
、
乗
馬
経
験
の
あ
る
私
だ
け
に
出
来
る

作
業
で
あ
っ
た
。

団
体
行
動
に
よ
る
作
業
は
、
石
炭
の
貨
車
積
み
と
、
貨
車
の

整
理
、
運
搬
で
あ
っ
た
。
石
炭
五
十
ト
ン
を
一
日
で
貨
車
積
み

す
る
の
で
あ
る
が
、
道
具
が
不
足
し
手
送
り
作
業
な
の
で
大
変

で
あ
っ
た
。
八
路
軍
兵
士
が
一
人
監
督
に
つ
く
の
で
あ
る
が
、

日
本
語
を
理
解
出
来
な
い
た
め
、
作
業
中
は
声
を
出
す
こ
と
を

禁
じ
、
う
っ
か
り
掛
声
を
か
け
よ
う
も
の
な
ら
、
銃
把
を
以
て

な
ぐ
り
か
か
る
あ
り
さ
ま
で
あ
っ
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
激
し
い
労
働
に
対
す
る
食
事
が
不
十
分
で

あ
り
、
昼
食
ぬ
き
の
二
食
で
あ
り
、
お
茶
は
言
う
ま
で
も
な
く

水
を
飲
む
こ
と
も
出
来
ず
、
空
腹
が
常
で
あ
っ
た
。

高
麗
門
は
、
私
が
協
和
会
事
務
長
と
し
て
、
し
ば
し
ば
訪
れ

た
と
こ
ろ
で
、
知
己
の
多
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
食

料
事
情
を
知
っ
て
か
、
村
民
が
露
店
を
開
き
、
安
価
で
白
米
飯
、

豚
汁
等
を
商
っ
て
、
空
腹
解
決
に
援
助
を
し
て
く
れ
た
。

七
月
上
旬
に
な
っ
て
、
八
路
軍
政
治
部
の
私
に
関
す
る
調
査

が
す
べ
て
完
了
し
た
た
め
か
、
或
は
、
日
本
空
軍
部
隊
の
八
路

軍
入
り
の
斡
旋
の
功
を
評
価
し
た
上
で
の
処
置
な
の
か
、
労
働



改
造
に
素
直
に
適
応
し
、
政
治
的
行
動
を
一
切
避
け
て
い
た
の

で
、
そ
の
成
果
を
評
価
し
た
上
で
の
処
置
な
の
か
、
恐
ら
く
こ

う
し
た
事
情
の
総
合
判
定
か
ら
で
あ
ろ
う
、
突
然
私
一
人
釈
放

さ
れ
、
妻
子
の
も
と
に
帰
っ
た
。
そ
れ
以
後
は
比
較
的
広
い
住

宅
を
与
え
ら
れ
、
九
月
十
五
日
引
き
揚
げ
の
日
ま
で
、
自
由
に

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
た
。

引
揚
時
の
状
況

終
戦
よ
り
一
年
が
経
過
し
、
九
月
上
旬
、
鳳
城
引
揚
第
一
団

が
出
発
、
九
月
十
五
日
に
は
第
二
団
約
三
百
人
が
客
車
四
両
に

分
乗
し
て
出
発
し
た
。
私
は
、
第
二
団
に
属
し
て
い
た
。
第
二

団
の
引
揚
者
名
簿
は
十
四
日
の
夕
刻
発
表
、
翌
朝
七
時
駅
前
集

合
、
九
時
乗
車
出
発
、
十
時
過
ぎ
草
河
口
駅
下
車
、
駅
前
で
各

自
持
参
の
昼
食
を
と
る
。
十
一
時
頃
出
発
、
徒
歩
で
山
路
を
約

二
十
キ
ロ
北
上
、
木
材
会
社
の
山
小
舎
を
目
指
す
。
数
人
の
八

路
軍
兵
士
が
護
衛
先
導
す
る
。
午
後
二
時
頃
よ
り
暴
風
雨
と
な

る
。
老
人
、
婦
女
子
、
幼
児
の
歩
行
困
難
と
な
る
。
リ
ュ
ッ
ク

サ
ッ
ク
は
雨
水
を
吸
い
重
量
倍
加
す
る
。
困
り
果
て
て
い
る
と

き
、
十
数
人
の
農
民
が
救
済
に
馳
け
つ
け
て
く
れ
た
。「
八
路

軍
兵
士
が
村
に
連
絡
を
と
り
、
飯
田
が
帰
る
、
暴
風
雨
で
難
渋

し
て
い
る
か
ら
助
け
に
行
こ
う
と
い
う
の
を
聞
い
て
、
と
ん
で

き
た
」
と
言
っ
た
。
中
国
民
衆
の
信
義
の
厚
さ
に
強
く
感
動
し

た
。
護
衛
の
八
路
軍
兵
士
は
、
私
と
親
交
の
あ
っ
た
現
地
出
身

の
協
和
会
員
の
息
子
で
あ
る
と
い
っ
た
。
山
小
舎
に
到
着
し
た

の
は
夕
刻
六
時
頃
で
あ
っ
た
。

山
小
舎
と
い
っ
て
も
、
か
な
り
広
い
宿
泊
施
設
で
あ
る
。
建

具
を
取
払
っ
て
あ
る
か
ら
、

雑
魚
寝
を
す
れ
ば
何
と
か
な
っ
た
。

衣
類
等
を
乾
燥
さ
せ
る
た
め
こ
こ
で
三
泊
。
十
八
日
こ
こ
を
出

発
、
平
頂
山
脈
を
越
え
て
斉
柏
峪
の
公
会
堂
を
目
指
す
。
途
中
、

河
原
で
国
民
党
軍
の
検
問
を
う
け
る
。
こ
の
日
は
公
会
堂
で
雑

魚
寝
。
十
九
日
公
会
堂
出
発
、
山
の
尾
根
伝
い
に
北
上
し
て
槝

木
■
で
野
宿
。
二
十
日
槝
木
■
を
出
発
、
そ
の
夜
は
宮
の
原
の

引
揚
者
収
容
所
に
入
る
。
二
十
六
日
宮
の
原
を
ト
ラ
ッ
ク
で
出

発
、
午
後
明
る
い
中
に
奉
天
鉄
西
の
引
揚
者
収
容
所
に
入
る
。

十
月
三
日
、
奉
天
駅
よ
り
無
蓋
貨
車
に
乗
車
、
途
中
雨
に
降

ら
れ
な
が
ら
、
四
日
コ
ロ
島
に
到
着
。
コ
ロ
島
の
引
揚
者
収
容

所
は
、
馬
小
屋
を
改
造
し
た
も
の
と
い
わ
れ
た
が
、
一
家
族
に

初
め
て
個
室
が
割
り
当
て
ら
れ
、
十
日
引
揚
船
に
乗
船
す
る
ま

で
の
一
週
間
は
、
息
を
抜
く
こ
と
が
で
き
た
。
こ
こ
で
、
一
人



千
円
五
人
家
族
で
五
千
円
の
持
参
が
許
さ
れ
、
残
余
の
現
金
及

び
貯
金
通
帳
は
、
現
地
の
機
関
に
預
け
る
処
置
が
と
ら
れ
た
。

十
月
十
日
引
揚
船
に
乗
船
、
十
四
日
佐
世
保
入
港
、
十
五
日

上
陸
。
故
郷
の
名
古
屋
の
家
は
、
空
襲
で
焼
失
、
父
母
の
疎
開

先
を
知
ら
せ
ら
れ
た
。
岐
阜
県
益
田
郡
に
引
き
揚
げ
た
が
、
父

母
の
行
先
不
明
。

引
き
揚
げ
後
の
状
況

十
月
十
五
日
佐
世
保
に
上
陸
し
た
も
の
の
状
況
把
握
が
で
き

ず
、
子
供
達
は
栄
養
失
調
に
陥
っ
て
お
り
、
満
一
歳
の
女
児
は

餓
死
寸
前
の
状
況
で
あ
っ
た
。
所
持
金
五
千
円
の
う
ち
三
千
円

は
、
一
週
間
後
、
名
古
屋
の
親
戚
の
納
屋
を
借
り
て
い
た
父
母

の
も
と
に
■
り
つ
く
ま
で
の
食
費
に
消
え
た
。
も
ち
米
を
求
め

て
重
湯
を
つ
く
り
、
栄
養
失
調
の
回
復
を
は
か
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
実
家
の
焼
跡
に
住
居
を
つ
く
る
だ
け
の
金
が
な
い
ど
こ
ろ

か
、
明
日
の
生
活
の
資
金
も
全
く
な
い
の
で
あ
る
。
妻
は
そ
の

姉
の
家
に
子
供
達
を
つ
れ
て
行
き
飢
え
を
充
た
す
状
況
で
あ
っ

た
。私
は
、
い
ろ
い
ろ
の
方
面
に
就
職
の
世
話
を
頼
ん
で
ま
わ
っ

た
が
、
思
う
よ
う
に
い
か
ず
、
出
身
中
学
校
の
教
員
に
な
る
べ

く
手
続
き
を
し
た
と
こ
ろ
、
愛
知
県
教
育
委
員
会
よ
り
教
職
適

格
審
査
に
Ｄ
項
該
当
で
不
合
格
と
の
通
知
を
う
け
た
。
こ
れ
で

公
職
も
追
放
に
な
る
と
の
こ
と
で
、
が
っ
か
り
し
た
。
し
か
し

追
放
理
由
に
納
得
が
い
か
ず
、
文
部
省
に
異
議
申
し
立
て
を
し

た
。
約
一
年
後
に
追
放
理
由
に
該
当
し
な
い
と
の
決
定
が
な
さ

れ
た
が
、
そ
れ
ま
で
待
っ
て
お
れ
ず
、
三
級
官
に
は
追
放
が
な

い
旨
を
知
っ
た
私
は
、
翌
二
十
二
年
七
月
に
東
海
海
運
局
の
三

級
官
採
用
試
験
を
受
験
し
、
現
地
採
用
に
な
っ
た
。
給
料
一
か

月
三
百
八
十
円
で
あ
る
。

昭
和
二
十
三
年
五
月
海
上
保
安
庁
の
開
設
と
同
時
に
同
庁
に

身
分
を
移
し
、
翌
二
十
四
年
六
月
公
職
追
放
令
に
該
当
し
な
い

と
の
内
閣
総
理
大
臣
の
認
定
証
を
う
け
、

二
級
官
に
昇
格
し
た
。

こ
れ
で
漸
く
も
と
の
身
分
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
現
地
採

用
の
不
利
は
終
生
つ
い
て
廻
る
の
で
あ
る
。
生
活
は
常
に
苦
し

く
昭
和
三
十
九
年
に
は
生
活
苦
か
ら
心
臓
病
と
な
っ
た
妻
は
外

出
中
に
倒
れ
、
病
院
に
入
院
、
生
活
費
は
窮
乏
し
た
。
私
が
海

上
保
安
庁
を
定
年
前
に
辞
す
る
決
意
を
し
た
の
は
、
昭
和
四
十

四
年
一
月
に
京
都
大
学
法
学
博
士
の
学
位
を
受
け
、
神
戸
学
院

大
学
教
授
に
な
り
、
約
二
倍
の
給
与
が
約
束
さ
れ
た
か
ら
で
あ



る
。

私
が
生
活
の
窮
乏
か
ら
立
ち
直
る
こ
と
が
で
き
る
ま
で
に
、

引
き
揚
げ
後
二
十
三
年
間
の
歳
月
が
必
要
で
あ
っ
た
。

執
等
者
の
横
顔

満
州
の
広
漠
た
る
大
陸
は
中
国
の
領
土
で
あ
る
が
、
避
遠
で

酷
寒
の
地
の
た
め
国
都
北
京
政
府
は
軍
閥
は
び
こ
っ
て
治
安
お

さ
ま
ら
ぬ
ま
ま
放
置
し
て
い
た
。
そ
の
間
げ
き
に
乗
じ
て
ロ
シ

ア
が
侵
入
し
て
ハ
ル
ピ
ン
、
長
春
、
旅
順
、
大
連
へ
と
経
済
的

に
軍
事
的
に
侵
攻
し
て
き
た
が
、
日
本
は
そ
れ
を
お
さ
え
て
や

っ
た
経
過
も
あ
る
。

日
本
は
、
か
つ
て
日
清
、
日
露
の
両
戦
役
で
戦
場
は
関
東
州

か
ら
満
州
で
多
く
の
生
命
を
失
っ
た
ほ
か
に
莫
大
な
投
資
を
し

て
き
た
特
殊
地
帯
の
満
蒙
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
満
州
大
陸
に
住

む
日
、
満
、
蒙
、
漢
、
鮮
の
五
族
の
有
志
が
起
ち
上
っ
て
世
界

に
類
例
の
な
い
民
族
協
和
の
国
を
つ
く
っ
た
。

飯
田
氏
は
、
こ
の
建
国
理
念
こ
そ
、
民
族
相
提
携
し
て
平
和

と
繁
栄
を
期
し
得
ら
れ
る
社
会
生
命
の
母
体
た
る
協
和
会
運
動

に
如
く
は
な
し
と
の
希
望
を
抱
か
れ
て
協
和
会
に
む
か
え
ら

れ
、
昭
和
二
十
年
四
月
に
南
満
州
の
要
衝
で
あ
る
、
鳳
城
県
本

部
事
務
長
に
任
じ
ら
れ
た
。

当
時
の
満
州
国
は
大
東
亜
戦
争
に
協
力
さ
れ
た
糧
穀
の
集
荷

工
作
は
言
語
に
絶
す
る
過
酷
さ
の
中
で
協
和
会
事
務
長
と
し
て

満
州
農
民
の
生
活
を
守
る
立
場
で
政
府
の
や
り
方
に
苦
言
を
提

訴
し
、
監
督
官
庁
か
ら
満
州
農
民
に
対
し
て
、
そ
の
労
を
ね
ぎ

ら
い
陳
謝
さ
せ
た
、
協
和
会
事
務
長
の
面
目
躍
如
た
る
も
の
が

あ
る
。
や
が
て
、
満
州
国
解
体
、
協
和
会
解
放
の
命
下
る
や
、
飯
田

事
務
長
は
、
県
本
部
の
全
職
員
に
六
か
月
分
の
給
与
を
支
給
さ

れ
た
。
■
々
、
終
戦
後
、
は
や
る
日
本
軍
の
空
軍
部
隊
は
山
岳
に
入

り
山
砲
を
か
ま
え
て
八
路
軍
に
決
戦
態
勢
を
と
る
や
、
飯
田
氏

は
生
命
を
な
げ
う
っ
て
空
軍
部
隊
を
説
得
し
て
八
路
軍
に
帰
順

さ
せ
た
、
最
後
に
、
こ
の
空
軍
部
隊
は
全
員
日
本
に
帰
還
で
き

た
、
こ
の
不
滅
の
功
績
が
あ
る
。

飯
田
氏
は
明
治
四
十
五
年
、
名
古
屋
市
に
生
れ
、
京
都
大
学

卒
、
海
上
保
安
大
学
教
授
、
神
戸
学
院
大
学
教
授
、
法
学
博
士
、

法
学
部
長
を
さ
れ
た
。

昭
和
五
十
八
年
、
参
議
院
議
員
に
当
選
さ
れ
た
。

海
上
保
安
庁
の
捜
査
規
範
の
八
百
条
も
あ
る
も
の
を
三
か
月



で
仕
上
げ
ら
れ
た
。

海
賊
行
為
の
法
的
研
究
者
で
海
上
警
察
権
論
を
書
き
あ
げ

た
。
そ
の
間
、
国
会
か
ら
西
ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ
カ
に
派
遣
さ
れ

て
議
員
証
言
法
の
改
正
調
査
に
精
通
し
た
、
が
ん
ば
り
屋
の
数

少
な
い
法
政
に
明
る
い
国
会
議
員
と
し
て
重
き
を
な
し
た
飯
田

忠
雄
氏
で
あ
る
。

（(

社)

引
揚
者
団
体
全
国
連
合
会

副
理
事
長
　
結
城
吉
之
助
）

渡
満
か
ら
引
き
揚
げ
後
の
労
苦
　 

石
川
県
　
久
木
孝
作
　 

渡
満
の
動
機

私
は
昭
和
二
年
三
月
石
川
県
立
小
松
商
業
学
校
を
卒
業
、
昭

和
四
年
一
月
金
沢
歩
兵
第
七
連
隊
へ
現
役
兵
と
し
て
入
隊
し
、

五
年
七
月
帰
休
除
隊
し
た
が
、
そ
の
頃
日
本
国
内
は
大
変
不
況

で
あ
っ
て
朝
鮮
や
満
州
か
ら
従
業
員
募
集
が
沢
山
来
て
い
た
。

そ
こ
で
私
の
心
は
大
陸
に
動
い
た
。

丁
度
二
年
先
輩
の
浅
井
忠
雄
君
が
一
年
志
願
兵
を
終
え
て
満

鉄
の
経
営
し
て
い
る
撫
順
炭
鉱
へ
就
職
し
て
い
た
の
で
、
早
速

就
職
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
渡
満
す
る
よ
う
に
と
返

事
が
来
た
の
で
、
同
年
九
月
五
日
神
戸
港
か
ら
船
で
出
発
し
た

の
で
あ
る
。

三
日
目
に
大
連
港
に
つ
き
、
大
連
駅
か
ら
は
四
フ
ィ
ー
ト
八

イ
ン
チ
と
い
う
広
軌
な
汽
車
に
乗
り
、
車
中
一
泊
し
て
奉
天
駅

で
撫
順
線
に
乗
り
替
え
約
一
時
間
で
撫
順
駅
に
着
く
。
浅
井
君

は
駅
ま
で
出
迎
え
て
い
て
く
れ
た
。

満
鉄
撫
順
炭
鉱
へ
の
就
職

浅
井
君
の
出
迎
え
を
受
け
て
彼
の
宿
舎
に
行
く
。
平
屋
建
の

や
や
広
い
一
室
で
あ
る
。
彼
は
古
城
子
採
炭
所
（
東
洋
一
の
大

露
天
掘
）
の
電
気
機
関
車
の
運
転
手
で
日
勤
と
夜
勤
が
あ
る
。

私
は
留
守
番
で
炊
事
当
番
を
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
忘
れ
も
せ

ぬ
が
米
一
升
が
十
銭
立
派
な
白
菜
の
大
き
い
の
が
一
株
二
銭
煙

草
の
安
い
の
が
十
本
入
一
箱
一
銭
八
厘
で
物
価
の
安
い
の
に
は

驚
い
た
。

十
一
月
炭
鉱
の
古
城
子
採
炭
所
で
労
務
係
員
を
採
用
す
る
と

い
う
の
で
早
速
履
歴
書
を
提
出
し
た
。
三
人
採
用
な
の
に
十
五
、




